
ネットゼロに向けてサプライヤーと連携する

製品の材料は当社のCO2排出量の最大を占めるため、引き続きサプ
ライヤーとの緊密な連携を進めています。2020年以降、当社の中核
を成すサプライヤーグループと協力し、下記の教育と技術両面での
支援を通して、2025年末までに科学根拠に基づく独自目標を設定
し、ネットゼロ達成するための強力な基盤を構築していきます：

• 各地域でウェビナー、ワークショップ、Q&Aセッションなどのバー
   チャルイベントを開催し、四半期ごとのニュースレターで学習内容
   を共有し、サプライヤーにCO2排出量の計算や科学的根拠に基
   づく目標設定について指導する。
• サプライヤーからスコープ1、2、3のCO2排出量データを収集する。
• サプライヤー行動規範をアップデートし、サプライヤースコア
   カードを活用して科学的根拠に基づく目標達成を促進する。

当社は、ネットゼロ達成に向けて、2025年以降にサプライチェー
ンの絶対CO2排出量削減を推進する次の段階の目標を評価する
と同時に、サプライヤーの排出削減を正確に測定できるように平
均排出データからサプライヤー専用データへの移行を計画してい
ます。

ネットゼロ政策を提唱する

1.5°Cという世界の平均気温上昇に沿った企業活動が自発的に行
われない限り、ネットゼロ社会の実現は不可能です。当社は政策立
案者と直接関わり、ロビー団体や業界団体、他の企業などと下記の
ようなさまざまな交流や提携を展開しています:

• パリ協定の目標に沿った科学根拠に基づいたネットゼロ気候政
  策の支援に政策立案者を関与させる。
• 気候変動に関する科学的知見との整合性を進めるために、主要
  な業界団体や機関と連携する。
• 環境情報開示のグローバルスタンダードであるCDP開示を通じ
   て、自社の活動を毎年監視および情報開示する。

2.CO2排出量の削減（将来）  

現在、当社は多くのCO2排出量削減プロジェクトに取り組
んでおり、将来の削減に向けてバリューチェーンでの連
携等の基盤づくりも確立しつつあります。
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“当社のサステナブル設計プロセスはかなり革新的
です。あらゆる意思決定の影響を想定すること。
それがイノベーションを牽引しています。”
アラン・スミス
シニアバイスプレジデント
アメリカ大陸担当社長 & 最高製品責任者

循環型経済に向けてのビジネスモデルの開発 

当社が生み出したサステナブルデザイン・フレームワークの最終目
標は、製品寿命後の廃棄削減です。その達成に向けた製品の耐久
性の強化と長寿命化、そして、メンテや修理、再利用やリサイクル
を可能にする分解の簡易化を主軸に製品開発段階から製品のモジ
ュール設計を実践しています。

製品使用済み対策 : 当社は、資産管理のエキスパートで廃棄物や不
用品の他ビジネスへの転用を専門とするネットワークと提携し、再販
や寄付、リサイクル処分を通じて廃棄物の発生抑制に取り組んでい
ます。製品の廃棄やリサイクルまで生産者が責任を負う考え方を提
唱する拡大生産者責任法（EPR）を支持し、いくつかの国で電子機
器、パッケージ、バッテリー等の廃棄物のリサイクル活動に資金提
供と支援を行っています。

再商品化 : まずは製品の耐久性と品質を優先すること。それによっ
て製品を新品状態に戻して再販でき、廃棄物の回避や資源の有効
活用につなげています。さまざまな地域で試験的に導入している再
商品化のためのサービスによって部品の回収や再利用を増やし、最
終的にCO2削減を促すことでネットゼロ社会への不可欠な基盤を
構築していきます。

サステナブルデザイン・フレームワーク

当社は、環境負荷を最小限に抑えながら、人間の健康と安
全のために可能な限り最善のモノづくりを目指しています。
当社の「サステナブルデザイン・フレームワーク」は、CO2
排出量の削減、循環型設計、責任ある材料選択と使用のた
めの方針や指標をガイドラインとして示しています。

「サステナブルデザイン・フレームワーク」では、測定と透明
性を可能とし、社内でのサステナブル設計を強力に推進す
るための具体的な指標と目標が明記されています。包括的
な目標は下記の3項目です:

製品全体で排出するCO2量を削減する

製品含有化学物質（健康影響）と使用材料の透明化で
オフィス家具業界を牽引する

第三者によって検証されるサステナビリティ認証製品
でオフィス家具業界を世界的にリードする

3.事業を変革する

当社が未来のネットゼロ社会で繁栄するには、事業経営の
仕方を根本から見直し、変革することが不可欠です。
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公平性 - 国内および国家間の不平等を削減する。年齢、性別、
障害、人種、民族、出身、宗教、経済的地位などに関係なく、す
べての人の社会的、経済的、政治的な包摂を促進する。

教育 - 包摂的かつ公平で質の高い教育を提供し、すべての人
に向けて生涯学習の機会を促進する。雇用機会や適した仕
事、起業に必要な専門知識やスキルを持つ若者や大人の数を
大幅に増やす。

環境 - 気候変動への緊急対策を講ずる。気候変動の緩和、影
響の軽減、早期警告など環境にまつわる教育の拡大や意識の
向上、個人および組織的レベルでの力を強化する。

「ベター・フューチャー・コミュニティ」を支援

当社は、グローバル企業として、公平な地域住民参加を目指す
「ベターフューチャー・コミュニティ」活動を通して、世界中の不

平等の根本原因の解決に向けて取り組んでいます。同団体は、
公平な住民参加を可能にするための革新的な社会的プログラ
ムを開発し、資金も提供しています。当社は、国連の持続可能
な開発目標（SDGs）に沿って、下記の3つの分野で大胆かつ
今までにない取り組みを模索しています：

4.コミュニティの繁栄を支援する

ネットゼロ社会では、経済的、社会的利益が世界中の
労働者や地域コミュニティ、その他の利害関係者の間
で公平に共有されなければなりません。

国際労働機関は、公正なる移行をこう定義しています。「関係者全員
にとって可能な限り公平かつ包括的な方法で経済をグリーン化し、人
間らしい雇用機会を創出し、誰ひとり取り残さない。」と。それを受
けて、当社は、ステークホルダーと緊密に連携しながら、リスクの回
避と抑制、幅広い雇用機会の提供など包括的かつ公正な移行計画
を着実に進めています。

当社は、また、世界中の企業と提携し、公平な地域住民参加を実
現するための社会的イノベーションプログラムに投資する「ベター・
フューチャー・コミュニティ」活動を支援しています。従業員、お
客様、サプライヤー、行政や地域コミュニティなどと協力しなが
ら、当社の事業で生じるリスクとメリットを把握し、ネットゼロ社
会への移行活動を優先的に進めています。
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• 年間約510万ガロンの雨水流出を導き、その浸透機能で洪水を減  
   らし、流出を遅らせ、浸食を防ぎ、灌漑水源を提供する。
• 地下水または地元の水路に戻る前に水からゴミや汚染物質を取
   り除く。
• さまざまな動物や在来植物のための豊かで生物多様性に富んだ  
   生息地をつくり出す。。
• 人と環境をつなぎ、地域コミュニティへの帰属意識を育む。

5.自然を尊重する

気候変動と自然生態系は密接に関わっているため、自
然と生物多様性の保護と再生は、ネットゼロ社会の実
現には必要不可欠です。

健全な生態系の保全は、気候変動を回避する上で重要な役割を果た
します。人間活動に伴うCO2排出量の約半分が海洋や陸上の生態系
が吸収しています。生物多様性が高い生態系は、より多くのCO2を隔
離し、降雨量を調節し、洪水リスクを軽減し、空気の質も改善します。
さらに、恵みを得られる生物多様性は、病気への耐性や回復力、医薬
品や食糧安全保障の提供、生計の支援、文化的価値やサービスの提
供など、心身の健康や暮らしの喜びとも関係しています。
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当社は、製品、製造、輸送でのCO2排出量の削減に加え、世
界中の水使用効率の改善、廃棄物の削減、使い捨てプラスチ
ックの段階的廃止と代替梱包材の開発などに注力していま
す。2023年、世界製造拠点6箇所での水収支分析を完了し、
一部地域の水不足化も明らかになっています。当社の世界の製
造拠点であるメキシコのレイノサ、チェコ共和国のストリブロ、
インドのプネ、中国の東莞においては、工場を建設、移転、拡張
する際に環境影響評価を実施しています。また、サステナビリテ
ィを主軸とした木材に関する当社の規定は、森林管理協議会
(FSC)認証または森林認証承認プログラム(PEFC)の木材など、
持続可能な方法で管理された木材をいかにグローバル製品と
して開発できるかを念頭に策定されています。

次の段階としては、バリューチェーン全体での自然生態系への
影響と依存性を把握するために自然生態系評価を実施。結果
として同移行計画の実現化と自然環境に焦点を当てた目標の
設定がしやすくなりました。今後は環境負荷を管理する情報開
示システム（CDP）や自然関連財務情報開示タスクフォースな
どの枠組みに沿って報告する予定です。

米本社キャンパスの緑化 

長年、米ミシガン州グランドラピッズの本社キャンパスの建物は道
路と駐車場を結んでいました。2008年に3.4エーカーの土地を再
配分し、バイオスウェル（生物低湿地）という機能的ランドスケープ
インフラを整備しました。もたらされる効果としては：



実現性 ― 行動への呼びかけ

A Call to ActionPossibility
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私たちは歴史上初めて、こう自問します：
皆が一致団結して強靭な未来社会を
築くにはどうすればよいのか?

私たちは、今、世界の複雑さの中でその実現性と具体性が求められる
新たな段階に直面し、世界がひとつの「コミュニティ」として団結して未
来社会の構築に向かっています。2050年は遠いようで、その未来と変
化のスピードは今の私たちの行動にかかっています。ネットゼロ社会を
現実のものとするには私たち全員が向かうべき明確な未来像を描き、
共に行動に移すことが重要です。

行動への呼びかけ

“気候変動を現実の問題として危機意識を持つこと。
そうすることでその危機を克服できる可能性と希望
を信じ、行動につなげることができます。”
ベス・オショーネシー
シニアバイスプレジデント
最高管理責任者 & 法務顧問兼秘書
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従業員 サプライヤー 顧客 同業他社

団結力で実現する

気候変動に対処する、自然を尊重する、地域コミュニティの繁栄を支援するためには、団結力が必要不可欠です。
世界中に広がる当社の事業において、発生するCO2排出量の多くを直接管理できないため、地域の従業員、サプライヤー、
顧客、同業他社との連携や協力体制、透明性のあるコミュニケーションが必須です。

当社は、世界中の従業員と共に、ネット
ゼロ社会への取り組みを加速させてい
ます。その移行計画についての目標の共
有、行動への道筋などを継続的な学習で
浸透させ、個人、チーム、組織レベルでの
参加を呼びかけています。

当社は、世界中のサプライヤーと緊密に
連携しながら、CO2排出量の多くを占め
る資源・材料の削減に取り組んでいます。
すでに2025年までに科学的根拠に基づ
いた目標を設定し、その活動を前進させ
ています。

当社は、CarbonNeutral®認証製品の
拡大を推し進めています。そのために販
売代理店やお客様に協力を仰ぎながら、
継続的なアンケート調査を実施し、お客
様のサステナビリティに関する動向やニ
ーズを把握するよう努めています。

業界のリーダーとして、当社は、サステナ
ビリティ委員会の議長、家具製造業者の
非営利業界団体であるBIFMAなどの業
界機関での指導的立場に就いています。
また、ANSI/BIFMA e3家具サステナビ
リティ基準のアップデート、サプライヤー
との協力体制、データ収集の標準化など
業界内でのさまざまな取り組みを積極的
にサポートしています。

当社は、同業他社とのネットワークを構
築し、互いから最善事例を学び、共有し
ています。例えば、2011年からエネルギ
ー、水、廃棄物の削減目標を設定する米
国エネルギー省主催のベター・プランツ
プログラムへの参加などがあります。
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ネットゼロの未来

当社は、未来を見据えたネットゼロ達成計画に向けての対策を
下記の主要分野で講じています。

サプライヤーとの連携 燃料を電化に切り替える グリーンリース 施設所在地の評価 電気自動車と
ゼロエミッション車

従業員の通勤手段

現在、サプライヤーと連携し、CO2
排出量の削減目標を独自に設定し、
団結してその計画を加速させていま
す。今後は、サステナビリティ調達方
針を策定し、サプライヤーがいち早く
システムの使い方を操作できるよう
に支援する「サプライヤー・オンボー
ディング・プロセス」を導入し、サプラ
イヤーの品質を可視化する「サプ
ライヤー・スコアカード」で課題を優
先づけするなどして、ネットゼロにコ
ミットしているサプライヤーを評価し
ています。

当社は、製造施設での化石燃料を使
わない発電（CO2排出量ゼロの再エ
ネ発電など）への移行や、再エネ由
来のクリーン水素や再生可能天然
ガスなどへの転換によってCO2排出
量をさらに削減する方法を模索して
います。

ショールーム、倉庫、配送センターの
リース契約において、当社は、不動産
業者と協力し、不動産の環境負荷の
低減や執務環境の改善などを自主
的に取り決め、CO2排出量の削減、
エネルギー効率の向上などサステナ
ビリティ関連データを広く共有して
います。

当社は、供給先や物流網、電力網な
ど、現在および将来の施設所在地周
辺のCO2排出量の影響を分析する
予定です。

当社は、輸送および配送用の電気自
動車およびゼロエミッション車への
移行を加速するための優遇措置を講
じる予定です。利便性やコスト効率
の向上だけでなく、自社所有車両の
寿命後における次世代技術の採用に
よってさらなる排出量削減が可能に
なります。

当社は、世界の拠点での通勤手段の
評価をし、CO2排出量の削減につな
がる方法を奨励しています。
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団結力で達成するネットゼロ社会

人間と地球のウェルビーイング向上は、創業当初から1世紀以上にもわ
たり、当社の変わらない価値観として脈 と々受け継がれてきました。しか
し、今、昨今の世界情勢の急激な変化による新たな社会像や価値観へ
の転換、そして、何よりも緊急性の判断が私たちには求められています。
当社は、これを組織全体および世界中の提携パートナーとの間の意思決
定の重要な基準として位置づけて事業活動を行っています。

一致団結して、より良い社会の実現へ。
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ガバナンスと説明責任

監督 戦略 調整

ネットゼロへの移行は相互依存的かつ包括的な性質を持っているため、組織全体での情報共有が不可欠です。
当社は、2020年初めて科学的根拠に基づく目標を設定し、広範かつ密接な部門横断型取り組みができるような
ガバナンス体制を整備しています。

当社の取締役会のコーポレートガバナンス委員会は、ネットゼロ移
行計画を含む環境、社会、ガバナンス(ESG)問題に関する戦略とポリ
シーを監督する責任を負っています。

社長兼CEOは、ネットゼロ移行計画の策定と実施について最終的な
責任を負い、製造、財務、営業、マーケティング、法務、サステナビリティ、
サプライ管理、環境、社会、ガバナンス、企業リスク管理(ERM)、コ
ミュニケーションなどの上級役員で構成されるカーボン監視委員会
を監督しています。

カーボン・コア・チームは、サステナビリティ、製造、ファシリティ管理、
財務、製品マーケティング、ERM、ESGの各部門担当者で構成され、ネッ
トゼロ移行戦略の立案と実施計画を実行する役目を担っています。
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財務計画 気候変動のリスク/機会への対応

計画の達成には、戦略的な財務計画が不可欠です。当社は、気候関連
財務情報開示タスクフォースの勧告に従って気候変動の権威である
CDPに報告をし、最近発行された気候関連財務情報開示に関する規
制への準拠に向けて準備を進めています。

当社は、2030年と2050年の目標に向けて前進できるよう、今後3年
間の財務計画を決定しました。例えば、事業におけるCO2排出削減可
能な領域を特定し、製品データ管理のソフトの改善、最善事例を参考
にした移行計画やその財務詳細を当社の財務報告書に統合すること
も検討しています。

当移行計画は、現在直面している、または、将来直面する気候変動のリ
スクと機会への対応として策定され、それには気候への影響や低炭素
経済への移行に関連するものが含まれます。また、気温上昇を1.5°Cに
抑える目標に沿ってCO2排出量を削減するなど、重要かつ積極的な緩
和戦略を提唱しています。まさに低炭素社会への移行は、資源効率と
コスト削減、新製品やサービスの開発、新市場への参入、サプライチェ
ーン全体での回復力の構築などさまざまな機会をもたらします。

リスクと機会の管理プロセス
当社のカーボン・コアチームは、継続的かつ多分野にわたる全社的な
管理プロセスを通じて、気候変動リスクと機会を特定し、評価し、管理
しています。当社のより広範囲な統合型リスク管理(ERM)プロセスで
は、気候関連のリスクを含む会社のリスクを特定、優先順位づけ、管理
しています。

気候変動のシナリオ分析
気候変動のシナリオ分析とは、長期的かつ不確実な未来 (気温上昇と
移行への加速/遅延によるシナリオなど) の課題について組織として戦
略的に取り組むための有効な手法のひとつです。この分析により、戦
略に対する影響や移行計画の達成可能性が検証されます。2021年に
は、北米事業とサプライチェーンにおける初期段階での高レベルのシナ
リオ分析を完了しています。現在、北米は当社の事業の大部分を占め、
想定と結果がCDPで開示されています。この初期分析は当移行計画の
ベースとなり、現在、より詳細かつ組織レベルでのシナリオ分析に着手
する計画をしています。

現在のリスク軽減戦略:
• 現在および将来の規制に準拠する。
• CO2排出量削減プロジェクトの実施を奨励するためにシャドーカー
   ボン価格を採用する。
• 物理的リスクの緩和や適応策に投資する (屋根交換、竜巻シェルタ
   ーの追加など)。
• サプライヤーと協力してCO2排出量を計算し、開示し、気候変動リス
   クを把握する。

現在の機会:
• 材料、電力、水の消費の資源効率を最大化する。
• 新たなテクノロジー、インセンティブ政策、オンサイト発電によって
   CO2排出量の少ないエネルギー源を活用する。
• 消費者の嗜好の変化に対応し、新たな市場に参入し、低炭素排出製
   品やサービスを開発または拡大する。
• 科学的根拠に基づく目標を達成する。
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データの透明性と開示

当移行計画と温室効果ガス排出量を把握するため作成された温室効
果ガスインベントリ、および科学的根拠に基づく目標は、以下の枠組み
に沿って設定されています:

• 温室効果ガスプロトコル (GHGプロトコル)
• 科学的根拠に基づく目標イニシアチブ (SBTi)
• 気候変動財務情報開示タスクフォース (TCFD)
• 気候変動移行計画に関するCDPテクニカルノート
• 移行計画タスクフォース (TPT)
• ネットゼロのためのグラスゴー金融同盟 (GFANZ)

検証と保証

当社は、GHGインベントリの以下のカテゴリーについて、毎年、限定的保証
レベルで毎年第三者機関による検証を受けています。スコープ1、2、3(購入
した商品とサービス)、スコープ3(燃料とエネルギー関連活動)、スコープ3(
上流の輸送と配送)、スコープ3(製造で発生する廃棄物)、スコープ3(出張)
で、短期的な科学的根拠に基づく目標が設定されています。

これらの検証済み排出量は、基準年のGHGインベントリの85%を占め、今
後は検証の最善事例を参考に要件を評価していく予定です。

開示と報告

当社は、人間と地球のウェルビーイング向上に向けての当社の取り組みにつ
いて、目標や進捗状況などを含む報告書を毎年公開し、情報の可視化を浸
透させています。CDP、GRI、SASB、TCFDなどでの完全な開示慣行とESG
の取り組みに関してはsteelcase.comをご覧ください。

スコープ 1、2、3 の算定

当社は、2011年以降、毎年CDPを通じて温室効果ガス排出量を計算し、
開示しています。GHGプロトコル企業基準、スコープ2ガイダンス、企業バリ
ューチェーン(スコープ3)の算定および報告基準に準拠して、温室効果ガス
排出量インベントリを作成しています。

当社は、財務管理手法を使用して、GHGインベントリに関する組織及び
運用上の境界の設定方法を定義しています。この手法に沿って財務を管理
し、GHG排出量に影響を与える場所からのGHG排出量を計算します。これに
は、自社所有および運営するすべての施設と車両、および主要な排出源とな
る設備を所有する施設、また、京都議定書で設定されたすべての温室効果
ガスが報告範囲に含まれます(CO2、CH4、N2O、HFC、PFC、SF6、NF3)。
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将来の見通しに関する記述についての注意事項

当内容には、将来予想に関する記述や今後当社が行う事業運営のための計画やその目的
に関する記述が含まれている場合があります。これらの将来の見通しに関する記述は、経
営陣の現時点での経営信念、および仮定的情報に基づいた将来の動向、計画、活動、経営
や財政状況に関する目標や意図、今後の期待に関する情報等を含むもので、「予測してい
る」、「確信している」、「可能性がある」、「予想している」、「期待している」等の言葉で表現
される場合があります。しかし、それらはあくまでも将来の状況に関する仮定であり、最終
的な成果を断定するものではありません。また、国内外の企業間競争や経済状況などのリ
スク要因や不確実性により、実際の結果が会社の期待と異なる場合もあります。そのリス
ク要因には、テロ行為、戦争、政府の行動、自然災害、COVID-19等の不可抗力によるパン
デミックとその対策としての行動法規制、生産活動における原材料価格等の変動、通貨変
動、顧客需要の変化、また、当社の最新年次報告書と証券取引委員会へのその他の提出
書類に詳述されている全ての要因が含まれます。 当社は、そのような記述に対する責任や
更新する義務、さらには記載内容を実際に適合させる義務は一切負いません。
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